
全
国
各
地
に
伝
わ
っ
て
い
る
古
典
籍
を
一
度
に
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
と
、
国
文
学
研

究
資
料
館
で
は
創
設
以
来
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
収
集
と
一
般
公
開
を
根
幹
業

務
と
し
て
続
け
て
き
て
い
る
。
現
在
二
十
万
点
に
も
の
ぼ
っ
て
い
る
そ
れ
ら
マ
イ
ク
ロ

資
料
は
こ
れ
ま
で
、
新
資
料
の
捜
索
・
伝
本
の
分
類
・
本
文
の
校
合
・
そ
の
他
諸
情
報

の
収
集
な
ど
に
際
し
て
の
不
可
欠
の
情
報
源
と
し
て
広
く
活
用
さ
れ
て
き
た
。
マ
イ
ク

ロ
資
料
に
よ
っ
て
古
典
文
学
研
究
は
よ
り
一
層
の
進
展
を
み
た
と
言
っ
て
も
決
し
て
言

い
過
ぎ
で
は
な
か
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
そ
の
よ
う
に
公
開
さ
れ
続
け
て
も
う
三
十
年
以
上
経
ち
、
多
く
の
研
究
者

の
眼
に
触
れ
て
、
様
々
な
問
題
の
解
明
に
役
立
て
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
れ
ば
、
さ
す
が

に
そ
ろ
そ
ろ
資
料
的
価
値
の
高
い
マ
イ
ク
ロ
資
料
は
見
尽
く
さ
れ
つ
つ
あ
る
の
で
は
な

い
か
、
と
思
う
向
き
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
の
で
あ
っ

は
じ
め
に

第
三
回
鯛
査
研
究
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
【
平
成
十
九
年
六
月
七
且

模
写
本
発
掘

１
国
文
研
蔵
マ
イ
ク
ロ
資
料
の
中
か
ら
、
平
安
私
家
集
を
い
く
つ
か
Ｉ

、
、
、

そ
の
際
に
本
稿
で
対
象
と
し
た
い
の
は
、
平
安
時
代
の
私
家
集
に
関
す
る
模
写
本
を

撮
影
し
た
マ
イ
ク
ロ
資
料
で
あ
る
。
模
写
本
と
は
た
だ
単
に
本
文
を
転
写
し
た
だ
け
で

は
な
く
、
親
本
の
書
式
や
筆
蹟
、
場
合
に
よ
っ
て
は
装
訂
ま
で
を
も
忠
実
に
再
現
す
る

こ
と
を
目
指
し
た
写
本
の
謂
で
あ
る
。
模
写
本
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
真
正
面
か
ら
取

り
上
げ
ら
れ
た
り
、
体
系
的
に
論
じ
ら
れ
た
り
し
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
よ
う

だ
け
れ
ど
も
、
実
の
と
こ
ろ
国
文
研
の
マ
イ
ク
ロ
資
料
の
中
に
は
ど
う
も
、
少
な
く
な

い
数
の
模
写
本
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
感
触
が
あ
る
。

て
、
問
題
意
識
の
持
ち
方
や
視
点
の
設
定
の
仕
方
次
第
で
、
マ
イ
ク
ロ
資
料
は
ま
だ
ま

だ
多
種
多
様
な
発
見
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
に
違
い
な
く
、
そ
う
し
た
具
体
例
を
報
告

し
て
マ
イ
ク
ロ
資
料
の
意
義
と
可
能
性
と
を
再
確
認
し
よ
う
と
す
る
の
が
本
稿
の
目
的

で
あ
る
。

平
安
私
家
集
の
模
写
本

久
保
木
秀
夫

1



順
を
追
っ
て
説
明
し
た
い
。
一
般
に
写
本
を
調
査
す
る
際
に
、
必
ず
と
言
っ
て
い
い

ほ
ど
問
題
と
な
る
の
が
書
写
年
代
で
あ
る
。
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
実
物
を
見
な
い
と
正
確

に
は
判
断
で
き
な
い
し
、
実
物
を
見
て
も
簡
単
に
は
わ
か
ら
な
い
と
い
う
場
合
も
多
い
。

た
だ
し
そ
の
一
方
で
実
物
で
は
な
く
、
マ
イ
ク
ロ
資
料
の
図
版
を
見
た
だ
け
で
お
お
よ

そ
の
見
当
が
つ
く
場
合
と
い
う
の
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
図
版
一
の
『
弁
乳

母
集
』
書
陵
部
本
（
函
架
番
号
五
五
三
’
一
七
／
マ
イ
ク
ロ
恥
二
○
’
四
一
○
’
二

な
ど
は
、
書
式
や
筆
蹟
ば
か
り
で
は
な
く
、
本
文
料
紙
も
相
当
に
古
そ
う
な
も
の
で
あ

る
こ
と
が
一
見
し
て
明
ら
か
だ
ろ
う
。
ま
た
装
訂
が
列
帖
装
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
こ

の
図
版
一
か
ら
う
か
が
え
る
。
稿
者
は
こ
の
書
陵
部
本
を
い
ま
だ
実
見
し
て
は
い
な
い

が
、
お
そ
ら
く
は
鎌
倉
時
代
末
期
頃
の
古
写
本
と
判
断
し
て
よ
い
は
ず
で
あ
る
。

一
方
、
図
版
二
の
『
家
経
集
』
書
陵
部
本
（
四
五
三
’
二
／
二
○
’
一
四
六
’
一
’

三
五
○
）
は
続
群
書
類
従
の
原
本
で
、
確
か
に
筆
蹟
も
書
式
も
本
文
料
紙
も
相
応
に
、

江
戸
時
代
後
～
末
期
頃
の
写
本
の
よ
う
に
み
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
中
に
は
図
版
三
の
『
輔
親
集
』
書
陵
部
本
（
五
○
一
’
二
九
九
／
二
○
’

一
○
’
二
○
）
や
、
図
版
四
の
『
段
富
門
院
大
輔
集
』
書
陵
部
本
（
五
○
一
’
一
三

七
／
二
○
’
四
’
八
）
な
ど
の
よ
う
に
、
本
文
料
紙
は
そ
れ
ほ
ど
古
く
は
見
え
な
い
に

も
関
わ
ら
ず
、
書
式
や
筆
蹟
は
大
変
古
く
見
え
る
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
中
で
も
『
輔

親
集
』
の
筆
蹟
は
非
常
に
流
麗
な
連
綿
と
な
っ
て
お
り
、
平
安
時
代
の
古
写
本
の
姿
を

妨
佛
と
さ
せ
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
『
段
富
門
院
大
輔
集
」
も
書
式
と
筆
蹟
だ
け
か
ら

す
る
と
、
鎌
倉
時
代
末
期
頃
の
写
本
の
姿
を
留
め
て
い
る
よ
う
に
み
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
本
文
料
紙
は
江
戸
時
代
以
降
の
も
の
と
お
ぼ
し
い
一
方
で
、
書
式
・
筆

蹟
は
ど
う
も
江
戸
時
代
以
前
の
古
態
を
留
め
て
い
そ
う
な
伝
本
が
、
マ
イ
ク
ロ
資
料
の

－

中
に
は
多
数
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
資
料
に
つ
い
て
は
何
よ
り
も
ま
ず
、
古
写
本

の
書
式
や
筆
蹟
を
か
な
り
忠
実
に
再
現
し
た
、
模
写
本
で
あ
る
可
能
性
を
考
え
て
み
る

の
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
実
際
右
の
『
輔
親
集
』
に
つ
い
て
は
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵

の
平
安
時
代
後
期
写
本
の
、
ま
た
『
段
富
門
院
大
輔
集
」
に
つ
い
て
も
や
は
り
同
文
庫

蔵
の
鎌
倉
時
代
末
期
写
本
の
そ
れ
ぞ
れ
忠
実
な
模
写
本
で
あ
る
こ
と
が
、
「
冷
泉
家
時

（
１
）

雨
亭
叢
書
』
の
各
解
題
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

模
写
本
と
い
う
の
は
言
っ
て
み
れ
ば
古
写
本
の
コ
ピ
ー
で
あ
る
か
ら
、
や
は
り
美
術

４
ｊ
一
１
１
４
剛
１
４
項
割
‐
‘
’
側
ｊ
Ｒ
ｊ
副
ｊ
ｉ
‐
』

櫛
・
翁
く
ｉ
聯
、
一

兆
ツ
調
Ⅲ
聰
；
竿
羅
７
γ
ほ
、
み
，
〃
う
い
例
ｊ
一
奄
《
》
も

、
、
、
１
ノ
ヘ
ｆ
，
う
ム
錫
吻
血

げ
蝋
γ
血
瞥
４
鼻
叫
び
峰
謬
’
○
イ
公

↑
や
弓
ｌ
、
ｊ
ふ

ゲ
ー

い
４
７
１
ｊ
紙
”
私
診
陶
ｆ
ゾ
い
い
守
ｊ
７
１
Ｌ
牝
悉
１
り
く

峨
叫
ｌ
渉
仏
肌
…
、
ｕ
～
、
Ｉ
６
ｆ
ｗ
小

か
久
ｒ
Ｙ
９
１
１
く
篭
２
１
ん
公

ご

I
ム

ダ
、

トL｝
､

､

；
1

}か､

【 噸iⅧ=g･

図版一「弁乳母集j書陵部本

平
へ
謝
勃
ｌ
Ｐ
，
ふ
ち
ム
ナ
も
～
／
子
舎
少
．
ｐ
１
Ｌ
ｊ
ｖ
ｏ
０
８
も

少
ご
〃
・
年
こ
ず
、
塾
班
考
、
・
ぬ
春
叩
△
も
、
生
め
〃
０
炉
』
分
＆
②

あ
ず
＄
か
〃
令
１
Ｊ
雪
、
ワ
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ｉ
臭
背
，
ｊ
２
厘
・

一
ｍ
い
Ⅱ
Ｄ
必

噂
よ
蒼
今
、
４
や
糸
も
ぐ
漣
い
《
Ｌ
７
か
あ
寺
’
．
《
滝
１
．

本

息
ｆ
，
鴎
釧
会
．
』
且
‘
・
Ｚ
《
〃
・
部

一
・
，
倣
直
４
４
零
ず
と
竃
必
易
号

陵

愚
も
子
守
盛
．
ｆ
み
の
り
や
．
＆
勺
、
・

童
亘

心
気
昼
，
鋤
碓
檸
淀
翻
永
必
楚
虹
晒
軽
々
恥
Ｙ
〆
灸
一
弗
梱
ｆ
〆

飼
●
芳
子
掴
・
平
ｆ
‐
〃
》
〃
句
・
’
ｒ
鷹
昌
・
必
。
０
Ｊ集

苧
、
ノ
ヘ
”
ｆ
ｏ
ゾ
の
《
Ｏ
ｖ

－
経

，
カ
ミ
と
↑
」
Ｙ
＄
、
篭
く
み
：
＄
・
・
４
家

一
万
吋
？
Ｊ
Ｘ
と
ふ
た
惹
今
智
了
へ
心
母
紅
３
４
－
ｒ
ｌ

奄
忽
み
こ
室
”
？
鼻
、
．
ｊ
へ
も
・
易
１
，

ｉ
今
喫
§
勘
毎
頭
＃
・
も
管
和
．
ふ
ふ
ら
ゑ
も
？

一
一

星
０
Ｊ
？
６
９
Ｊ
冬
雫
慎
蝿
矧
ｉ
蝿
．

禽
認
２
州
鯵
：
０
や
．
・
伽
し
膨
愈
侭
，
‐
も
ノ
４
傘
、
，
．
．
：
版図

号
ｆ
そ
予
了
↓
な
り
§
息

鑑
ゾ
ヰ
‐
狩
診
曜
央
。
●
今
●
。
■
・
夢
也
●
趣
菖
守
か
、
乱
ら
ｐ
ぐ
２
ロ

ム
ー
マ
プ
弁
？
ヘ
ハ
ゲ
リ
必
穴
：
多
つ
み

患
、
廿
久
準
争
う
鈴
泌
弗
免
で
寺
今
雄
へ
９
凡
３
．
か
‐
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品
や
文
化
財
と
し
て
の
価
値
は
い
さ
さ
か
劣
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
文
献
学
的

な
立
場
か
ら
す
る
と
、
た
と
え
書
写
自
体
が
ど
れ
ほ
ど
新
し
か
ろ
う
と
も
、
実
質
的
に

は
そ
の
親
本
と
な
っ
た
古
写
本
と
ほ
ぼ
同
等
の
資
料
的
価
値
を
模
写
本
に
も
認
め
る
こ

と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
従
っ
て
模
写
本
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
く

こ
と
で
、
各
作
品
に
関
す
る
多
種
多
様
な
知
見
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
も
な
る
は
ず
で
あ

っ
て
、
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
こ
れ
ま
で
稿
者
も
、
模
写
本
に
つ
い
て
何
度
か
論
じ
た

こ
と
が
あ
っ
た
。

＊‘‐＆
1
J

~ヲ

Ｊ
一
四
ワ
ー
，
や

苅
珊
む
く
詞
一
恥
画
９
勺
命

。
ｑ

ト

｣

図版三「輔親集j書陵部本

多
い
お
の
”
た
う
う
ぽ
て
う
ふ
Ｔ
Ｉ
ネ
イ

心
ｉ
ｎ
ト
ー
；
ろ
３
ず
く
へ
Ｉ
イ
ー
ｊ

崎
２
Ｊ
ふ
お
』
？
今
～
言
斗
人
７
１
〃
ｔ
泓
苛

む
う
～
八
・
ｔ
診
…
ク
；
や
．
～
～
イ
Ｊ

こ
救
欺
癖
７
Ａ
菰
Ｉ
了
弓
ハ
て
ん
《

う
Ｊ
く
咽
＃
七
１
ウ
い
随
斗
芽
’
一

八
Ｊ
ワ
ー
心
１
９
Ｊ

ｔ
こ
ゑ
？
ｆ
，
単
ｆ
ｌ
ｆ
論
ｊ
々
叩
，
＃
ず

；
ｆ
偶
へ
る
入
苅
ｊ
ワ
う
脅
し

７
了
う
Ｊ
々
●
８
や
１
２
ノ
扱
乃
鋤
１
ぷ
ば

防
ｌ
う
攻
召
祁
ｒ
Ｊ
乃
込
み
を
ｔ
や

碗
八
吟
ｊ
の
ｎ
３
ｌ
よ
く
Ｉ
の

り
．
ア
ダ
識
の
冒
織

Ｊ
こ
ゐ
４
１
７
Ｂ
１
４
ｆ
み
叩
Ｉ

γ
●
１
３
⑨
１
１
Ｊ
や
吟
＃
我
乃
７
う

え
七
の
ｊ
方
』

？
え
ｊ
ハ
：
；
・
久
守
↑
§
Ｊ
７
ｐ
証

ｂ
，
馴
了

な
門
孑
も
翁
ハ

図版四『段宮門院大輔集j書陵部本

例
え
ば
図
版
五
の
「
林
葉
集
』
書
陵
部
本
（
五
○
一
’
三
三
二
／
二
○
’
一
二
’
二

○
）
は
、
図
版
六
の
よ
う
な
伝
西
行
筆
『
林
葉
集
』
断
簡
（
掲
載
の
一
葉
は
橘
樹
文
庫

蔵
）
が
裁
断
さ
れ
る
以
前
の
、
残
欠
本
の
状
態
だ
っ
た
時
に
作
ら
れ
た
模
写
本
で
あ
り
、

し
か
も
こ
れ
ま
で
校
合
の
形
で
し
か
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
異
本
そ
の
も
の
だ
っ
た
と

（
ク
ニ

い
う
、
極
め
て
重
要
な
伝
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
例
え
ば
図
版
七
の
『
行

宗
塞
書
陵
部
本
（
五
○
一
’
六
二
／
二
○
’
二
’
八
）
は
、
万
治
四
年
（
一
六
六
一
）

正
月
の
火
災
に
際
し
て
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
禁
裏
文
庫
蔵
の
「
行
宗
集
」
を
、
焼
失
以

（
３
）

前
に
模
写
し
て
お
い
た
伝
本
だ
っ
た
可
能
性
が
高
そ
う
で
あ
る
。
３

一
Ｗ
鄙

蝋
山
危
鳥

４
Ｊ
１
７
も
ふ
り
抄
り
り
狐
４
Ｊ
～
心
ハ
ー
ｌ
今
も

ｆ
γ
兆
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～
ｌ
Ｊ
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ｆ
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Ｚ
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７
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＃
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ｉ
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７
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．
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．
＄
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け
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人
Ｉ
工
Ｌ
’
態
～
々
吟
如
い
み
４
１
鳥
愈
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自
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』
て
／
ろ
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寵
姿
表
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態
逢
と
飼

い
み
み
？
魯
吟
１
４
，
曇
ｔ
一
～
、
瀞
ｉ

冬
つ
く
今
心
く
り
Ｉ
１
ｒ
ｊ
〃
廷
ず
’
ら
み
仲
才
わ
・
今

鍔
叩
畢
歴
煙
雷
不
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こ
の
『
行
宗
集
』
に
し
て
も
『
林
葉

集
』
に
し
て
も
、
い
ず
れ
も
国
文
研
蔵

の
マ
イ
ク
ロ
資
料
の
閲
覧
を
き
っ
か
け

と
し
て
見
出
し
た
伝
本
で
あ
る
。
例
え

ば
こ
れ
ら
の
よ
う
な
極
め
て
高
い
資
料

的
価
値
を
持
つ
模
写
本
を
、
マ
イ
ク
ロ

資
料
の
中
か
ら
は
ま
だ
ま
だ
発
掘
す
る

こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
以

下
本
稿
に
お
い
て
、
稿
者
が
こ
れ
ま
で

見
出
し
て
き
た
平
安
私
家
集
の
模
写
本
、

も
し
く
は
模
写
と
ま
で
は
言
え
な
く
て

も
、
親
本
や
祖
本
の
姿
を
そ
れ
な
り
に

留
め
て
い
そ
う
な
伝
本
の
う
ち
の
三
点

に
つ
い
て
、
マ
イ
ク
ロ
資
料
を
活
用
し

な
が
ら
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

ま
ず
一
点
目
は
村
上
天
皇
女
御
徽
子
女
王
の
家
集
『
斎
宮
女
御
集
」
。
図
版
八
は
同

集
の
佐
賀
大
学
附
属
図
書
館
小
城
鍋
島
文
庫
本
（
○
九
五
四
’
四
／
二
四
六
’
一
八
’

四
）
で
あ
る
。
同
本
の
奥
書
に
は
図
版
九
の
よ
う
に
、

以
中
納
言
定
家
卿
真
筆
／
不
違
字
形
写
置
者
也
／
寛
文
七
年
梅
天
十
七
日
／
直
能

斎
宮
女
御
集

一軍■~

~~膳
brI

槌'

里
冒
Ｉ

ー区
■
Ｖ
ｒ

こ
蛾
や
墨
Ｌ
Ｙ
令
剰
で
ｉ
ず
つ

鳥
羽
糸
侭
嫡
燕
令

患

八
熱
岻
噂
さ
γ
ケ
ク
、
吻
嘔
で
．
ｖ
’
て

聯
の
、
を
呼
織
？
と
寵
Ｔ
典
ｊ
、

攻

ｔ
婚
”
ｊ
唯
の
評
う
１
４
」
鼻
，
学
ぶ

，
勺
し
ｉ
ｖ
を
診
到
必
ヶ
札

脇
息
態
幾
Ｗ
ｈ
・
為

い
つ
ｊ
く
、
と
鞠
ぞ
ず
い
↓
も
７
斗
舟
Ｌ

‐
Ｉ
豊
根

Ｎ
必
惣
洪
對
で
Ⅸ
ソ
イ
乃
・
：
操

》
転
び
應
批
毎
Ｗ
翠
〃
鴬
（
少
血
螺
鍛
い
Ｙ
ｆ
Ｐ
吻
令
～

吟
■ク？
４
．

師
と
さ
ば
ｆ
↑
土
ｒ
ｊ
ヅ
ー
ー
ぐ

財
Ｉ
今
イ
令
璽
心
？
安
少
く

Ｊ
Ｂ
Ｄ
醗
膿
腓
ｆ
鬼
Ｙ
．
《
》
糾
錬
謬
栴
時
鏑
や
塾
γ
，
，
い
い
〉
《
●
イ
〃

ノ
、
ｒ
如
剖
』
側
〃
と
似
八
姫
’
１
，
う
え

、
り

う
、
Ｉ
Ｊ
Ｉ
１

。
Ｊ

側
誕
吻
？
必
や
竿
４
…
ふ
ら
ん

凸
且
Ｉ
１
１
ｄ
ｊ
ｇ
四
勺
夢
７
１
や
剤
引
用
Ｔ
１
ｌ
ｄ
ｑ
Ｊ
，
四
Ｊ
■
１
副
‐
ｄ
ｑ
Ｉ

１
１
１

雫

ｉ ~

●

4
m

I
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〉
叶
Ｄ
Ｉ
Ｂ
０
Ｂ
■
Ｈ
Ｂ
９
Ｂ
』
■
■
■
■
■
■
戸
口
凹
■
■
■
淫
■
■
■
■
旧
旧
喧
■
旧
旧
旧
旧
旧
圃
■
囮
毎
冊
咀
阻
朔
通
、
閲
Ｎ
Ｕ
■
恩
棚
、
‐
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
釧
剛
則
到
耐

一
勺
捷
瓢
参
血
訊
鳥
，
さ
め
ム
ｉ
ｔ
弱
×
診
易
を
露

。
謡
華
蔑
騒
錨

今
予
、
ふ
り
鴬
爽
城１

か
を
み
ゐ
燕
審
享
聖
賢
γ
員
・
愚
、
臘
丁
や
卿

ｊ
了
曾
司
る
Ｉ
？
鈴
く
つ
，
１
歩
尋
』
書

・
手
亭
§
の
知
，
迩
衿
つ
忠
１
森
感
Ｙ
、
図

こ
、
、
・
ケ
ヴ
３
－
リ
》
者
ぞ
～
ず
う
〈
爵
ム
ソ
鵬

〔

侮
言
で
、
多
Ｌ

学

‐
恥
ャ
Ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
ｌ
ｌ
十
！
・
１
Ｉ
Ｉ
Ｌ
大

葛
／
Ａ
塁
ｉ
薄
’
や
誌
挙
緋
鯨
２
為
Ｉ
『
賀

》
ｊ
、
息
謬
亨
蝿
・
勝
う
㈱
》
″
“
佐

ハ
》
玲
”
よ
．
、
；
”
ド
７
，
．
・
・
し
箪
条
弟
準
翼

「
造
・
も
０
、
島
．
Ｌ
尋
、
気
嘗
〈
へ
戒
●
嘩
厩
御

ズ
ダ
〃
イ
雌
く
ぎ
、
翼
ご
ゞ
零
千
全
３
，
一
息
噂
女

．
宮

導
鷹
や
ぐ
フ
ー
砿
，
息
苧
を
厨
３
１
ノ
ィ
レ
斎

壁
も
１
１
Ｊ
冬
傭
傭
Ｉ

４
ｉ
４
Ｔ
ｉ
著
斗
も
１
↓
、
や
１
－
や
一
ｔ
み
》
八

い
く
マ
ペ
、
う
い
か
、
風
必
彩
織
だ
～
版図

巳
ｎ
Ｍ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ
■
屏
同
Ⅱ
旧
凹
地
１
町

と
あ
り
、
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
五
月
十
七
日
に
当
時
の
肥
前
小
城
藩
主
鍋
島
直
能

が
書
写
し
た
写
本
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
際
に
直
能
の
拠
っ
た
親
本
が
藤
原
定
家
真

筆
本
と
さ
れ
る
も
の
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
直
能
は
そ
の
伝
定
家
筆
本
を

字
形
を
違
え
ず
書
写
し
た
と
い
う
。

そ
の
よ
う
な
眼
で
見
て
み
る
と
、
確
か
に
鍋
島
文
庫
本
は
い
わ
ゆ
る
定
家
様
で
書
写

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
は
奥
書
に
言
う
よ
う
に
、
伝
定
家
筆
丞
実

際
に
定
家
真
筆
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
、
定
家
筆
と
伝
称
さ
れ
て
い
た
本
１

１
の
模
写
本
で
あ
る
と
認
め
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

従
来
『
斎
宮
女
御
集
』
の
伝
本
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
、
歌
数
や
歌
順
に
よ
っ
て

|’
、

）
ノ
ーｆ

叙
す
細
‐
芝
皐
ア
》
泌
暢

■
も
、
■

↓
心
遮
一
ヶ
兆
一
湯
さ
薪
へ
、

恥

く

掘
久
鳶
Ｔ
秘
ゑ
き
卿

め
乗
廊
心
》
１
－

ｒ
〃
に
司
織
ｌ
Ｔ
へ
千
の
勺
ズ
ノ
郷
渉
？
ァ
甑
し
い

わ
）
１
柵
ｊ
》
ｆ
や
系
う
ゑ
津
Ｉ

ト‘

リ
'6

i

ll

I
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と
こ
ろ
で
第
三
類
の
中
に
は
鍋
島
文
庫
本
と
は
別
に
も
う
一
本
、
定
家
筆
本
を
模
写

し
た
と
さ
れ
て
い
る
伝
本
が
あ
る
。
右
の
中
に
も
掲
げ
て
お
い
た
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文

（
４
）

庫
蔵
の
定
家
筆
臨
模
本
と
呼
ば
れ
て
い
る
伝
本
が
そ
れ
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
時
雨
亭

文
庫
本
は
四
半
本
で
あ
り
、
六
半
本
の
鍋
島
文
庫
本
と
は
合
致
し
な
い
。
ま
た
本
文
に

も
小
異
が
あ
る
の
で
、
時
雨
亭
文
庫
本
と
、
鍋
島
文
庫
本
の
親
本
と
な
っ
た
伝
定
家
筆

本
と
の
間
に
は
、
ま
ず
は
直
接
の
関
連
性
は
な
い
も
の
と
み
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

そ
れ
よ
り
鍋
島
文
庫
本
に
つ
い
て
は
別
に
興
味
深
い
資
料
が
ひ
と
つ
存
在
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
出
光
美
術
館
蔵
手
鑑
「
墨
宝
』
所
収
の
伝
定
家
筆
『
斎
宮
女
御
集
』
断
簡
が

（
５
）

そ
れ
で
あ
る
。
図
版
十
に
は
そ
の
伝
定
家
筆
断
簡
を
、
ま
た
図
版
十
一
に
は
鍋
島
文
庫

第
一
類
か
ら
第
四
類
ま
で
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
鍋
島
文
庫
本
は
こ
の
う
ち
第
三
類
と

一
致
す
る
本
文
を
持
っ
て
い
る
。

第
一
類
…
一
六
五
首
／
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
本
（
鎌
倉
時
代
前
期
写
）
・
書
陵
部

本
（
五
○
一
’
一
六
二
、
時
雨
亭
文
庫
本
に
基
づ
く
江
戸
時
代
の
模
写
）

第
二
類
…
二
六
五
首
／
西
本
願
寺
本
な
ど

第
三
類
…
一
○
二
首
／
梅
沢
記
念
館
本
（
伝
紀
貫
之
筆
、
平
安
時
代
写
本
に
基
づ

く
江
戸
時
代
の
模
写
と
推
定
）
・
徳
川
美
術
館
本
（
伝
源
俊
頼
筆
、
梅

沢
本
と
同
じ
親
本
に
基
づ
く
江
戸
時
代
の
模
写
と
推
定
）
・
伝
西
行
筆

渋
紙
表
紙
本
・
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
本
（
定
家
筆
本
に
基
づ
く
鎌
倉
時

代
後
期
の
臨
模
と
推
定
）
・
同
文
庫
本
（
藤
原
資
経
筆
）
・
斎
宮
歴
史

博
物
館
本
（
伝
正
徹
所
持
、
鎌
倉
時
代
後
期
頃
写
）
・
正
保
四
年
版
歌

仙
家
集
本
・
鍋
島
文
庫
本
な
ど

第
四
類
…
伝
小
野
道
風
筆
小
島
切

本
の
対
応
部
分
を
載
せ
て
み
た
。
一
見
し
て
書
式
も
筆
蹟
も
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
の
で
あ
り
、
そ
の
点
お
そ
ら
く
両
者
に
は
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
認
め
て

よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
も
っ
と
も
よ
く
似
て
は
い
な
が
ら
完
全
に
一
致
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
て
、
次
の
断
簡
翻
刻
に
施
し
た
記
号
類
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
両
者
の
間
に

は
表
記
（
網
掛
）
や
書
式
（
傍
線
）
や
本
文
（
ゴ
シ
ッ
ク
体
）
に
関
す
る
細
か
い
異
同

が
散
見
さ
れ
る
。

一
品
の
宮
よ
り
か
み
を
つ
か
せ
て

覇
獅
蕃
前
疑
頻
涌
‐
烹
心
き
《
一
瞬
ゞ
一

画
【
包
圃
０
１
’
’
、
州
’
。
“
咽
○
．
○
四
凹
届
恒
砲
，
吋
Ｏ
４
Ｄ
Ｇ
ａ
‐
■
包
畑
踊
日
咽
、
Ｆ
■
■
■
■
■
画
■
■
画
工
函
Ｚ
ｒ
ロ

篭
め

ｆ
雰
鱒
患
、
了
》
刃
ね
ｆ

つ
ゆ
の
、
？
き
え
副
斗
＆
琴
畜
う
〒
１
－

】
邑

跨
を
Ｉ

ｌ
ゞ

こ
れ
に
も
の
か
シ
せ
て
と
き
こ
え
た
ま

図版十出光美術館蔵・伝定家筆『斎宮女御集」断簡

■
■
■
ｒ
Ｇ

一
品
ぬ
ぐ
や
＃
わ
？
？
シ
舅
．
で
で

強
ｈ
い
よ
、
ｔ
の
、
で
α
叩
詞
と
当
』
、
噺
，
悪
ｊ

、
，
、
可
犠
打
７
§
ｌ
瀞
ん
ヒ
マ
亨
剣
く

て
鴨
可
濤
↑
ヤ

と
Ｉ
の
匁
銚
悪
く
諦
ぐ
ぺ
手
Ｔ
為
訓
総
平

″
り
”
乃
ぅ
４
う
よ
噂
為
令
９
寺
’

・
時
を
ｌ
ｉ

フ
ユ
ノ
§
ｒ
１
わ
よ
’
編
孵
り
↓
今
ノ
さ
猩
四
翁
學
も
入
砂
鐙
奄

司
蜘
の
》
句
舎
え
『
蚤
々
，
ズ
削
繍
年
ｊ
毎

Ｙ
で
の
罐
Ｙ
３
も
３
４
繭
ぐ
む

蜜
晦
溺
鯆
剰
峨
喜

僻
遥
Ｉ

ｒ
２
ヘ
ノ
天
ｑ
７
ｌ
ぐ
曇
つ
一
ｍ
ｒ
ぐ
当
イ
リ
愁
云
鐸
卜
芳
侭
弘
一

の
Ｔ
号
！
“
隅
‐
ジ
録
ｆ
の
筵

１
ｔ
、
孑
々
鴬
乱
⑰
帝
と
重
ｈ
き
“
』

零
、
牢
で
戯
と
３
３
や
せ
雄
謎

『
》Ｉ

１
１

’
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つ
ゆ
の
か
た
み
に
見
る
そ
か
な
し
き

特
に
二
行
目
の
「
か
鼠
せ
て
」
は
鍋

島
文
庫
本
で
「
か
図
せ
給
て
」
と
な
っ

て
お
り
、
こ
れ
は
断
簡
か
ら
鍋
島
文
庫

本
へ
と
転
写
が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
生

じ
に
く
い
よ
う
な
異
同
で
あ
る
と
言
え

る
だ
ろ
う
。
伝
定
家
筆
断
簡
は
お
そ
ら

く
鎌
倉
時
代
の
書
写
で
あ
り
、
一
方
の

鍋
島
文
庫
は
寛
文
七
年
の
書
写
で
あ
る

か
ら
、
ま
ず
は
裁
断
以
前
の
前
者
に
基

づ
き
後
者
が
模
写
さ
れ
た
と
考
え
た
く

な
る
と
こ
ろ
だ
が
、
そ
う
単
純
な
話
で

は
な
さ
そ
う
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

で
は
両
者
は
ど
の
よ
う
な
関
係
だ
っ

た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
な

か
な
か
明
快
に
は
回
答
し
に
く
い
の
で

ぺ
り
け
れ
は
こ
と
か
み
を
つ
き
て

洲
刈
せ
た
ま
て
宮

く
も
の
井
の
か
く
ノ
ー
へ
く
も
あ
ら
れ
と
も

つ
ゆ
の
か
た
み
に
け
た
ぬ
な
る
へ
し

御
返
し

か
く
よ
り
も
わ
り
な
く
み
ゆ
る
く
も
の
ゐ
を

酵昼

や
喝
と
畷
ｔ
了
い
毎
。
く
み
あ
う
侭
．

ｉ
鍋
縄
恥
謬
崎
鐸
恥
輻
吟
詞
邪
◇
な
一
ｓ

一

ｊ
１
ｉ
ｌ
底
７
ぁ
１
４
鳩

月
司
ｊ
汎
扱
ｒ
ｆ
４
ｌ
Ｉ
ｋ
鍬
し

り
愚
の
＊
３
＠
脚
γ
１
９
よ
み
も

一
審

ら
舟
謬
３
３
７
異
彩
庫
ｉ
為
私

室
一
《
八
打
ｗ
四
Ｊ
も
ｉ
で
《
鉦
隆
’
く
●
、
鋤
ぐ
↓
皐
参
よ
り
ふ
し
幻
ｔ

尋
７

秀
Ｉ
あ
（
さ
矛
も
き
め
，
激
Ｌ
？
＃
金
管

郵
沖
や
，
の
戸
』
守
秘
・
ａ
，
″
、
凸
一
、
馳
餐
，
？
’
、
，
，
』

へ
＃
十
各
愛
噸
・
竿
も
脚
争

少

;1
●

；4

1』
1

＃

『
Ｉ
Ｊ
Ｉ
辱
腹
両
耐
、
顔
含
訂
，
今
》
い
，
亀
Ｉ
Ｖ
ｉ
』
↓
幅
Ｉ
貴
啄
延

毎
夕

図版十二『摂津集」書陵部本

あ
る
が
、
あ
る
い
は
図
版
十
二
に
掲
げ
た
『
摂
津
集
』
書
陵
部
本
（
五
○
一
’
一
四
６

九
／
二
○
’
五
’
一
二
）
が
そ
れ
を
考
え
る
際
の
手
掛
か
り
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
書
陵
部
本
は
江
戸
時
代
前
期
頃
の
写
本
で
あ
る
が
、
書
式
や
筆
蹟
は
古
写
本
の
面

影
を
よ
く
留
め
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
や
は
り
模
写
本
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
一
方

『
古
筆
学
大
成
』
に
は
阿
仏
尼
を
伝
称
筆
者
と
す
る
『
摂
津
集
』
の
断
簡
一
葉
の
図
版

（
６
）

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
図
版
転
赦
は
難
し
い
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
同
書
を
ご
参
照
願
い
た

い
）
。
書
写
年
代
は
鎌
倉
時
代
後
期
頃
。
そ
れ
と
書
陵
部
本
の
該
当
部
分
と
を
比
較
し

て
み
る
と
、
書
式
や
使
用
字
母
に
共
通
点
が
認
め
ら
れ
、
一
見
大
変
よ
く
似
た
印
象
で

あ
る
。
し
か
し
両
者
の
間
に
は
や
は
り
小
異
も
存
す
る
の
で
あ
る
。
先
と
同
じ
方
法
で

伝
阿
仏
尼
筆
断
簡
の
翻
刻
を
次
に
示
そ
う
。

あ
き
の
水
に
も
つ
ら
斡
ゐ
に
け
り

季
ヨ

ふ
る
ゆ
き
に
す
き
の
あ
を
は
も
う
つ
も
れ
て

し
る
し
も
見
え
ぬ
み
わ
の
山
も
と

祝

ち
よ
ふ
へ
き
君
を
ま
も
れ
は
か
す
か
や
ま

神
の
心
も
の
と
け
か
る
ら
ん

八
月
十
五
夜
関
白
と
の
よ
り
月
の

奇
め
し
た
る
に

か
す
か
や
ま
み
れ
の
あ
ら
し
に
く
も
は
れ
て

こ
の
よ
う
に
模
写
本
が
あ
っ
て
、
そ
れ
と
よ
く
似
て
は
い
な
が
ら
少
し
だ
け
異
な
る

て
る
つ
き
の
ひ
か
り
さ
え
ゆ
く
夜
は
な
れ
は



古
筆
切
が
あ
る
と
い
う
状
況
は
、
問
題
の
「
斎
宮
女
御
集
」
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る

と
言
え
よ
う
。
と
こ
ろ
が
こ
の
「
摂
津
集
」
の
場
合
は
「
斎
宮
女
御
集
」
の
場
合
と
違

い
、
も
う
一
本
こ
れ
に
関
わ
る
伝
本
が
現
存
し
て
い
る
。
そ
れ
は
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫

本
で
あ
っ
て
、
実
の
と
こ
ろ
右
に
述
べ
て
き
た
書
陵
部
本
に
つ
い
て
は
、
こ
の
時
雨
亭

文
庫
本
を
忠
実
に
模
写
し
た
伝
本
で
あ
る
こ
と
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
も
い
る
の
で
あ

（
７
）

っ
た
。
そ
こ
で
今
度
は
こ
の
時
雨
亭
文
庫
本
と
伝
阿
仏
尼
筆
断
簡
と
を
比
較
し
て
み
る

と
、
こ
れ
は
も
う
当
然
な
が
ら
、
書
陵
部
本
の
場
合
と
同
様
の
結
果
が
得
ら
れ
る
わ
け

で
あ
る
。

つ
ま
り
鎌
倉
時
代
後
期
か
ら
末
期
に
か
け
て
、
時
雨
亭
文
庫
本
に
裁
断
以
前
の
伝
阿

仏
尼
筆
本
と
い
う
、
大
変
よ
く
似
た
伝
本
が
ふ
た
つ
世
上
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
場
合
、
両
者
は
親
子
本
か
兄
弟
本
の
関
係
、
も
し
く
は
そ
れ
に
非
常
に
近
い

関
係
だ
っ
た
と
み
て
ま
ず
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
関
係
だ
っ
た
か
ら
こ

そ
類
似
し
た
写
本
同
士
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

従
っ
て
『
斎
宮
女
御
集
」
に
関
し
て
も
、
お
そ
ら
く
は
そ
れ
と
同
様
に
考
え
て
お
く

の
が
よ
か
ろ
う
。
伝
定
家
筆
断
簡
の
裁
断
以
前
の
写
本
と
親
子
本
、
も
し
く
は
兄
弟
本

あ
た
り
の
関
係
に
あ
る
、
も
う
ひ
と
つ
の
伝
定
家
筆
本
が
か
っ
て
は
確
か
に
存
在
し
て

そ
う
す
る
と
連
動
的
に
も
う
ひ
と
つ
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
の
は
、
伝
定
家
筆
断
簡

の
方
の
本
文
的
な
性
格
で
あ
る
。
前
述
の
と
お
り
鍋
島
文
庫
本
は
「
斎
宮
女
御
集
」
現

存
伝
本
中
の
第
三
類
に
属
す
る
本
文
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ
と
親
子
本
も
し
く
は
兄
弟

本
の
関
係
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
伝
定
家
筆
断
簡
の
本
文
も
ま
た
確
実
に
第
三
類

に
属
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
現
在
た
っ
た
一
葉
し
か
知
ら
れ
て
い
な
い
伝

あ
た
り
の
関
係
に
あ
る
、
も
う
ひ
と
つ
の
伝
定
家
筆
本
が
か
《

い
て
、
鍋
島
文
庫
本
は
そ
ち
ら
の
本
を
模
写
し
た
の
だ
ろ
う
。

定
家
筆
断
簡
で
は
あ
る
が
、
以
上
の
よ
う
に
鍋
島
文
庫
本
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
断
簡
の
本
文
的
な
性
格
を
も
ま
た
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
前
掲
の
「
斎
宮
女
御
集
」
主
要
伝
本
一
覧
に
触
れ
て
み
る
と
、

鍋
島
文
庫
本
や
伝
定
家
筆
断
簡
が
属
す
る
第
三
類
に
は
、
ま
た
正
保
四
年
二
六
四
七
）

に
刊
行
さ
れ
た
歌
仙
家
集
本
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
こ
の
第
三
類
は
、
版
本
と

し
て
江
戸
時
代
以
降
に
流
布
し
た
い
さ
さ
か
後
代
的
な
本
文
の
よ
う
に
見
な
さ
れ
て
い

た
印
象
が
あ
る
。
し
か
し
近
年
、
梅
沢
記
念
館
本
や
徳
川
美
術
館
本
、
あ
る
い
は
伝
西

行
筆
渋
紙
表
紙
本
と
い
っ
た
「
斎
宮
女
御
集
」
の
古
写
本
・
模
写
本
が
相
次
い
で
発
見

紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
が
ほ
か
な
ら
ぬ
第
三
類
の
本
文
を
持
っ
て

い
た
と
い
う
こ
と
が
同
時
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
に
加
え
て
今
回
の
鍋
島
文
庫
本

や
伝
定
家
筆
断
簡
ま
で
も
が
第
三
類
に
属
す
る
の
だ
か
ら
、
鎌
倉
時
代
を
中
心
に
、
第

三
類
の
本
文
と
い
う
の
は
実
は
相
当
に
流
布
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
今
後
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
鎌
倉
時
代
前
後
に
お
け
る
、
勅
撰
集
・
私
撰
集
な

ど
へ
の
斎
宮
女
御
の
入
集
状
況
と
第
三
類
本
と
の
関
係
な
ど
を
見
直
し
て
い
く
の
も
、

「
斎
宮
女
御
集
」
研
究
に
と
っ
て
有
益
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

二
点
目
は
藤
原
俊
成
の
父
俊
忠
の
家
集
『
俊
忠
集
」
。
図
版
十
三
は
同
集
の
書
陵
部

本
（
五
○
一
’
三
七
／
二
○
’
三
’
二
）
で
あ
る
。
書
写
年
代
は
や
は
り
江
戸
時
代
前

期
頃
と
み
ら
れ
る
が
、
大
振
り
な
仮
名
で
歌
一
首
三
行
書
き
に
す
る
な
ど
、
か
な
り
特

俊
忠
集

7



徴
的
な
書
式
と
言
え
よ
う
。

さ
て
こ
の
書
陵
部
本
に
も
図
版
十
四
～
十
六
の
よ
う
な
奥
書
が
あ
る
。
翻
刻
は
次
の

と
お
り
。弘

安
九
年
暦
玄
冬
仲
／
月
黄
鐘
朔
日
書
之
／
本
俊
成
卿
手
跡
也

永
仁
元
年
十
二
月
十
一
日
以
他
本
校
合
之
次
右
寄
等
書
加
了

以
正
応
哀
翰
写
之
畢
／
大
永
三
歳
雑
仲
春
朔
日

此
中
納
言
俊
忠
集
以
伏
見
殿
獅
華
／
本
所
写
也
／
文
禄
四
年
仲
春
六
糞

こ
れ
に
よ
る
と
書
陵
部
本
は
、
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
に
書
写
さ
れ
た
本
を
お
そ

ら
く
は
直
接
の
親
本
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
文
禄
四
年
本
は
ま
た
、
大
永
三

年
（
一
五
二
三
）
に
邦
房
親
王
が
書
写
し
た
本
を
親
本
と
し
て
お
り
、
さ
ら
に
邦
房
親

可

》
絢
罐
龍
津
癖
罰
纒
舞
款
奄
が

い
、
几
廊
浮
随
、
お
り
ゆ
わ
ｉ
尋
あ
も
人

、
霧
３
１
Ｊ
を
細

珂
鯲
靖
も
謬
釧
荷
雰
ｌ
の
吋

確
ま
菰
§
？
？
ｔ
く
ぎ

釈
ｆ
ｉ
ゐ
も
１
１
；
Ｒ
Ｌ
？
１
年
§

４
１
て
錠
身
や
り
Ｉ
か
．
夢
騒

み
え
て
豚
ワ
ね
ｉ
ｎ

＃
わ
§
必
ち
り
場
ド
ン
侭
珂
４
鳥
と
も

吟
‐
～
陽
い
む
守
打
？
哩
予
は
典

ゆ
芳
昆
』
吟
ら
２
３
＄
？
う
心
鰹
：
建

溌
了
Ａ
Ｉ
・
～
り

呵
騨
釘
や
●
筋
乃
透
を
う
隅
＆

_」

図版十三「俊忠集j書陵部本

代
詠
ｆ
ろ

ソ
ブ
イ
率
縦
型
鑑
箆
詐
均
一
勝
正
筵
御
灘
貯
７

Ｆ
へ
レ

イ
込
窒
〈
ヨ
プ
、
必
？
４
且
ノ
々
ザ
ャ
ご
《
Ｉ
Ｆ
可
ぷ
ふ
？
ダ
ヤ
タ
斗
炉
部
ムー

毒
し
修
襲
癖
＃
挽
く

４
力
４
，
あ
う
じ
め
玖
焔

１
１
１
Ｘ
人
方
＃
常
‐

１
そ
・
曲
可
脅
斗
》
，
偽
。

緋
て
わ
Ｉ
。
《
た
人
殿

１
，
１
環
ぷ
険
…
て

み
嫁
報
絃
渉
も

弘
飴
苑
を
１
蒋
武
を
舛

側
貰
凝
珈
乃
全
？
く

図版十四同上

王
筆
本
は
、
弘
安
九
年
二
二
八
六
）
に
書
写
さ
れ
た
「
正
応
辰
翰
」
を
親
本
と
し
て

い
た
こ
と
が
、
こ
れ
ら
の
奥
書
か
ら
知
ら
れ
よ
う
。

問
題
は
こ
の
弘
安
九
年
の
「
正
応
哀
翰
」
本
で
あ
る
。
「
正
応
震
翰
」
と
い
う
の
は
、

在
位
期
間
に
正
応
年
間
（
一
二
八
八
～
一
二
九
三
）
が
含
ま
れ
て
い
る
伏
見
院
の
筆
蹟

の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
す
る
と
伏
見
院
と
言
え
ば
す
ぐ
に
想
起
さ
れ
て
く
る
の
が
、

図
版
十
七
の
よ
う
な
筑
後
切
ｌ
伏
見
院
哀
筆
三
代
集
の
断
簡
と
し
て
珍
重
さ
れ
続
け

て
い
る
名
物
切
ｌ
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
筑
後
切
の
歌
一
首
三

行
書
き
と
い
う
書
式
が
、
書
陵
部
本
の
そ
れ
と
大
変
よ
く
似
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
そ
う
し
た
点
伏
見
院
筆
本
と
い
う
の
も
実
は
、
筑
後
切
と
同
じ
よ
う
な
書
式
で
写

さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
思
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
っ
て
、
可
能
性
と
し
て

I ■
ヨ
呂
写
・
【
ｌ
睡
瞬
乳
茸
藷
、
幽
躯
叩
誼
迅
晒
叩
邸
画
陣
■
垂
‘
肝
冊
１
１
毛
画
●
Ｌ
邸
○
’
’
９
０
■
日
■
守
且
●

卜
－

認
－
５
鋤

警
モ
ー
５
マ
ワ
々
・
卜
ｊ
上
う
ヤ
小
と
ｆ
Ｆ
３
・
ｘ
Ｌ
や
〃
１
斗
・
Ｊ
Ｔ
合
う
』

侭
上
●
７
ヶ
了
孑
、
ｆ
今
や
苑
婿
愈
，
；
し
↑
今
▼
刃
″
；
ず

汗
昨
夕
４
歩
イ
↓
も
こ
？
掌
１
◆
ｆ
ノ
茜
ノ
レ
ク
ブ
ユ
ム
鼻
師
ノ
１
．
Ｊ
才
〃
し
ぞ
グ

ー
も
レ
ャ
Ｊ
外
０
１
画
・
・
７
巳
ｒ
－
４
Ｌ
７
●
￥
』
堅
叶
滝
・
か
０
４
＃

ぬ
〃
ヤ
寺
峠
４
６
雫
寸
ａ
０
ｙ
ら
り
や
レ
マ
ー
ト
７
ヶ

わ
ぎ
学
コ
リ
ー
。
１
１
Ｊ
１
も
”
や
Ｊ
ぞ
７
ｒ
ｌ
Ｔ
《
ミ

ー
も
、
今
号
？
ヴ
ト
ヒ
農
レ
グ
ザ
葡
毎
上

鯨
叫
Ｉ
・
羊
腕
丁
望
〃
っ
昂
曳
や
、
苦
」
夕
：
ゞ

砿
〃
も
ク
ケ
や
ｊ
タ
冨

起
も
９
０
琴
、
量
的
０
辻
５
７
ソ
ヰ
？
Ｌ
ノ
ー
ト
ィ
ァ
今
凸
．
・
叩
守
。
〃
Ｐ
勿
吋
ノ
ー

山
口
寺
酔
唖
一
ユ
ォ
．
。
ｌ
う
〃
い
ム
モ
キ
ノ
タ
毬
タ
レ
ヘ

師
帳
久
孝
宣
言
鳶
轟
畠
象
挙
ャ

』P

図 版十五同上

醗
嚥
署
藍
壊
＃
虞
篭

手
溺
雰
滝

趣
垂
應
壺
嘩
輪
島
之
異
ｌ

大
永
三
蔵
罐
ｒ
圭
湘
団

久
鋒
覇
。
仲
券
素
竣

l

図版十六 同上
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一 一
ヴ

ゥノリ＃：鰹1
h

繩の

識‘蕊
、い』

卿↑
Eうり6，p

ら

し
て
も
知
ら
れ
て
い
た
存
在
で
あ
る
が
、
そ
の
仮
名
の
遺
品
と
し
て
は
筑
後
切
の
ほ
か
、

自
筆
詠
草
の
断
簡
で
あ
る
広
沢
切
が
伝
わ
っ
て
い
る
程
度
に
過
ぎ
ず
、
和
歌
に
関
す
る

筆
蹟
資
料
が
意
外
と
残
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
従
っ
て
た
と
え
転
写
本
に
過
ぎ
な

い
と
は
言
え
、
書
陵
部
本
に
よ
っ
て
伏
見
院
の
書
写
活
動
の
一
端
が
明
ら
か
と
な
っ
た

こ
と
に
は
相
応
の
意
義
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
書
陵
部
本
の
奥
書
に
よ
る
と
、
伏

見
院
筆
本
の
親
本
は
俊
成
筆
本
だ
っ
た
と
い
う
の
で
、
そ
の
俊
成
筆
本
と
い
う
の
は
や

は
り
当
時
冷
泉
家
に
伝
わ
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
か
、
伏
見
院
は
俊
成
筆
本
を
冷

●

、 画8
人↑1銭リ テ』'、＆一＝ &蝋好

も

まり、，
､ _也・7

1 1'!!,
I

t

全」、洲IMザ
「

1

鑑識
や

l
か

｡

〆

異ー〆

魎歪一

ト
ー
Ｕ
司
鋤
厚
‐
一
炉
池
マ
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図版十七出光美術館蔵・伏見院筆筑後切

決
し
て
低
く
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う

に
伏
見
院
筆
本
の
書
式
を
留
め
る
形
で
転

写
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
た
め
に
、
書
陵

部
本
に
お
い
て
も
歌
一
首
三
行
書
き
と
い

う
、
筑
後
切
と
よ
く
似
た
書
式
に
な
っ
た

の
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
伏
見
院
筆
本
か
ら

書
陵
部
本
に
至
る
ま
で
に
は
三
回
転
写
が

為
さ
れ
て
い
る
の
で
、
筆
蹟
に
し
て
も
表

記
に
し
て
も
ど
の
程
度
ま
で
保
存
さ
れ
て

い
る
の
か
は
心
許
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

そ
れ
で
も
今
日
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る

伏
見
院
筆
本
の
面
影
を
、
こ
の
書
陵
部
本

か
ら
は
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ

ワ
（
》
。

言
う
ま
で
も
な
く
伏
見
院
は
能
書
家
と

泉
為
相
か
ら
借
り
受
け
た
の
で
は
な
い
か
と
か
、
次
か
ら
次
へ
と
想
像
・
連
想
さ
れ
て

も
く
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
点
で
も
書
陵
部
本
は
刺
激
的
な
情
報
を
持
っ
た
伝
本
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
よ
う
。

最
後
の
三
点
目
は
藤
原
教
長
の
『
貧
道
集
』
。
図
版
十
八
は
同
集
の
今
治
市
河
野
美

術
館
本
（
三
四
六
’
八
三
九
／
七
三
’
三
五
六
’
二
で
、
江
戸
時
代
後
期
頃
書
写
の

い
わ
ゆ
る
小
沢
蘆
庵
本
の
う
ち
の
一
点
で
あ
る
。

こ
こ
で
一
言
断
っ
て
お
く
と
、
こ
の
河
野
美
術
館
本
が
注
意
す
べ
き
伝
本
で
あ
る
こ

と
を
最
初
に
指
摘
し
た
の
は
石
澤
一
志
氏
で
あ
る
。
か
つ
て
石
澤
氏
と
別
府
節
子
氏
と

稿
者
と
で
、
河
野
美
術
館
蔵
の
古
筆
手
鑑
や
古
典
籍
を
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

が
あ
っ
た
。
そ
の
時
に
石
澤
氏
が
、
こ
の
『
貧
道
集
』
は
か
な
り
面
白
そ
う
で
は
な
い

か
と
見
抜
き
、
別
府
氏
と
稿
者
と
が
、
こ
れ
は
本
当
に
面
白
そ
う
だ
と
驚
い
た
と
い
う

伝
本
で
あ
る
。

で
は
こ
の
河
野
美
術
館
本
の
何
が
そ
ん
な
に
面
白
い
の
か
と
い
う
と
、
そ
の
筆
蹟
が

教
長
の
真
筆
を
ま
さ
に
妨
佛
と
さ
せ
て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
今
日
教
長
真
筆

の
仮
名
資
料
と
認
定
さ
れ
て
い
る
も
の
に
今
城
切
『
古
今
集
」
断
簡
や
『
後
撰
集
」
二

荒
山
神
社
本
二
古
筆
学
大
成
』
そ
の
他
多
数
の
影
印
本
に
図
版
掲
載
）
な
ど
が
あ
る
。

こ
れ
ら
と
図
版
十
八
の
河
野
美
術
館
本
と
を
見
較
べ
て
み
る
と
、
確
か
に
両
者
の
筆
蹟

に
は
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
こ
よ
う
。

そ
う
す
る
と
当
然
気
に
な
っ
て
く
る
の
は
、
こ
の
河
野
美
術
館
本
と
い
う
の
は
一
体
９

貧
道
集



る
こ
と
に
し
た
。

（
８
）

そ
う
し
た
と
こ
ろ
、
ま
ず
春
名
好
重
氏
「
古
筆
大
辞
典
』
に
「
貧
道
集
切
」
と
い
う

項
目
が
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。

ひ
ん
ど
う
し
ゆ
う
ぎ
れ
貧
道
集
切
藤
原
教
長
（
二
○
九
～
）
の
家
集
『
貧

道
集
（
前
参
議
教
長
卿
集
三
の
断
簡
、
剖
日
削
科
雪
打
羽
引
ｕ
Ⅶ
。
判
細
醐
糊

一
『
叫
聖
加
部
Ⅷ
廻
銅
咽
心
個
佃
但
個
咽
毎
℃
●
や
．
‘
、
個
咽
川
個
，
鰯
や
血
■
■
■
Ｂ
■
二
■
ｕ
８
８
５
■
７
呼
唾
Ｅ
ｇ
守
り
品
‐
“
■
９
０
８
．
ｂ
Ｊ
Ｃ
‐
‐
‐

脈
§
う
ゃ
減
“
ミ
ク
な
・
・
・
″
み
く
〃
ゞ
く
●
、
ば
ら
ａ
〃
小
．
‐
響
。
’

４
・
ァ
上
．
４
く
．
↑
，
異
．
４
＄
え
で
ｐ
１
Ｑ
Ｘ
ｖ
ｉ
Ｕ

八
へ
脚
了
も
女
も
ザ
で
ｆ

乱
Ｙ
，
，
’
１
４
，
９
泡
ｊ
ろ
ふ
▼
・
’
４
ｒ
、
〃
つ
１
勺
鉦
竿

詐
少
‐
少
に
ぬ
１
，
．
，
人
／
４
．
．
酢
？
ら
ぐ
〆
・
妙
ｏ
ｊ
ｌ
ｊ
ｏ
討

穐
や
ｊ
／
ｖ
号
Ｉ
鳴
川
マ
ハ
ク
α
、
と
〃
。
、
九
月

峠
し
〃
ノ
い
Ｔ
い
り
く
つ
う
匂
ｆ
、
判
・
▲
ｐ

ｐ
ｂ
、
己
、
″
Ｌ
〔
》
ｆ
ｌ
ｅ
、
？
ｑ
丘
印
，
う

ぢ
７
９
７
つ
§
払
’
１
．
部
航
、
丘
γ
を
、
ヶ
、
，
。
即
：
て
，
‐

み
‐
７
，
、
〃
γ
』
Ｉ
ｊ
４
ｘ
て
″
・
噸
．
人
景
時
４
‐
・
今
’
’
一

歌
は
「

二
首
か
ら
第
十
六
首
ま
で
の
五
首
を
引
剴
ゴ
制
遡
引
割
に
書
写
し
て
い
る
。
そ
れ

故
『
貧
道
集
』
の
断
簡
で
は
な
く
、
教
長
の
百
首
歌
の
断
簡
か
も
し
れ
な
い
。

ね
つ
る
、
ゆ
め
に
だ
に
あ
ひ
み
ん
と
の
み
お
も
ひ
し
は
た
ざ
恋
し
な
ん
た
め
に

ぞ
あ
り
け
る
、
つ
ら
し
と
て
お
も
ひ
か
へ
ら
ぬ
わ
が
こ
ひ
や
な
が
る
慰
み
づ
の

食
．
典
娠
、
寺
１
食
毎
Ｊ
．
’
＆
３
蛤
」
亀
。
、

●
今
少
一
ユ
山
″
，
瞬
吻
Ｑ
ザ
／
｛
、
が
毎
ケ
‐
ム
エ
エ
（
琴
’
く
、
●
、
リ
グ
〉
、
ｆ
Ｉ
，
区
、
字
、
、
や
４
，
０
幻
、

ｔ
Ｓ
６
ｉ
，
ぃ
乃
？
号
璽
猟
く
ｉ
・

▲
ｙ
，
れ
毎
あ
Ｊ
を
く
？
，
●
臆
ｉ
血
ど
あ
７
の
八

か
咄
也
，
″
、
▼
ｊ
ｑ
空
伸
い
ら
■
ぜ
〃
唖
如
『
ｂ
’
，
塚
一
毛
，
寸
守
Ｄ
》
や
ロ
。
ｓ
冬
牟
二
季
肉
《

お
ｆ
や
ぬ
れ
《
増
、
ｊ
グ
畠
卿
う
。
拭
疋
″
．
』
早
み

４
Ｔ
Ｉ
Ｊ
７
Ｆ
‐
ｐ
Ｄ
７
Ｉ
も
／
ぜ
ふ
α
の
ど
ｊ
似
い
Ｕ
Ｌ
Ｋ
《
”
～
小

少
恥
ノ
フ
ム
ｍ
Ｊ
、
の
、
１
６
〃
且
了
ノ
ア
敬
Ｊ
、
可
４
迎
郷
り
。
’

一
勺
１
２
衝
八
夕
縛
恥
員
ぐ
め
島
ｆ
母
．
Ｌ
均
１
Ｊ
イ
ム

岳
藩
凸
毎
押
玩
ソ
浜
あ
ぅ
凸
ど
も
Ｉ
み
ｆ
５
Ｊ
２
牟
竪
八
㎡

な
み
だ
が
は
み
か
さ
ま
さ
れ
ば

図版十八 ｢貧道集」今治市河野美術館本、
「
讃
岐
院
の
百
首
の
な
か
の
恋
歌
」
の
第
十

ど
の
よ
う
な
伝
本
を
親
本
と
し
て
い
た
の

か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
よ
り
は
っ
き

り
と
言
っ
て
し
ま
う
と
、
実
は
河
野
美
術

館
本
と
い
う
の
は
教
長
自
筆
本
、
あ
る
い

は
そ
れ
に
類
す
る
伝
本
を
模
写
し
た
本
だ

っ
た
と
い
う
可
能
性
が
な
い
の
だ
ろ
う
か
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
河
野

美
術
館
本
は
、
模
写
本
と
い
う
観
点
か
ら

非
常
に
注
目
さ
れ
る
伝
本
の
よ
う
に
思
わ

れ
た
の
で
、
石
澤
氏
に
き
ち
ん
と
お
断
り

し
た
上
で
、
も
う
少
し
詳
し
く
調
べ
て
み

し
の
び
て
し
人
め
つ
魁
み
も
せ
き
ぞ
か

稿
者
は
こ
れ
ま
で
ま
っ
た
く
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
何
と
「
字
形
、
線
、
書

風
」
が
。
今
城
切
」
に
似
て
い
る
」
「
貧
道
集
」
断
簡
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
の
で

あ
る
。
そ
の
他
の
各
傍
線
部
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
問
題
の
当
該
断
簡
は
も
と
巻
子
本

の
可
能
性
が
あ
り
、
寸
法
は
縦
二
十
四
畑
×
横
十
九
叫
書
式
は
歌
一
首
二
行
書
き
で
、

記
載
内
容
は
「
貧
道
集
」
巻
五
・
恋
部
の
「
な
み
だ
が
は
み
か
さ
ま
さ
れ
ば
」
と
い
う

七
二
番
歌
か
ら
「
君
ま
つ
と
と
ふ
の
す
が
ご
も
」
と
い
う
七
一
五
番
歌
ま
で
の
都
合

五
首
分
で
あ
る
と
い
う
。

こ
こ
で
問
題
だ
っ
た
の
は
、
当
該
断
簡
が
貼
ら
れ
て
い
る
と
い
う
「
御
物
手
鑑
」
に

つ
い
て
稿
者
に
ま
っ
た
く
心
当
た
り
が
な
か
っ
た
こ
と
だ
が
、
本
稿
の
内
容
を
最
初
に

口
頭
発
表
し
た
際
に
、
浅
田
徹
氏
か
ら
、
こ
れ
は
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
の
通
称

「
元
宝
器
手
鑑
」
を
指
す
の
で
は
な
い
か
と
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
そ
こ
で
早
速
図
版

を
確
認
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
確
か
に
「
古
筆
大
辞
典
』
の
記
載
に
ほ
ぼ
合
致
す
る
、
図

版
十
九
の
よ
う
な
一
葉
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
浅
田
氏
に
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
た
い
。

断
簡
右
上
の
紙
片
に
よ
れ
ば
伝
飛
鳥
井
雅
経
筆
、
春
名
氏
の
眼
に
触
れ
た
段
階
で
は

あ
か
す
ょ
を
ぞ
か
さ
ぬ
る
」
と
十
行
に
書
い
て
い
る
。
第
五
首
第
四
句
の
「
ま

た
ね
て
」
を
見
せ
消
ち
に
し
て
、
片
仮
名
で
「
ネ
テ
ノ
ミ
」
と
書
い
て
い
る
。

こ
国
ろ
な
る
ら
ん
、
き
み
だ
に
も
こ
む
と
い
ひ
せ
ば
ぬ
ぱ
た
ま
の
よ
ど
こ
に
た
扣

ま
も
し
か
ま
し
も
の
を
、
剰
劃
到
川
河
剴
荊
削
剥
勾
引
劃
み
ふ
に
だ
に
ま
た
ね
て

は
冊
子
本
の
「
古
今
集
」
の
断

の
伝
承
は
無
い
。
こ
の
断
簡
は

の
断
簡
で
あ
る
か
ら
『
今
城
切
」
で
は
な
い
。
筆
者

○

。
『
今
城
切
』



伝
称
筆
者
は
未
詳
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
あ
と
か
ら
添
え
ら
れ
た
紙
片
で
あ

ろ
う
か
。
実
地
調
査
の
機
会
は
得
ら
れ
て
お
ら
ず
寸
法
未
詳
、
た
だ
し
同
じ
縮
小
率
で

撮
影
さ
れ
て
い
る
藤
原
俊
成
筆
日
野
切
な
ど
を
参
考
に
す
る
と
、
ほ
ぼ
縦
二
十
四
ｍ
×

横
十
九
ｍ
の
よ
う
で
あ
り
、
『
古
筆
大
辞
典
』
が
伝
え
る
情
報
と
よ
く
一
致
す
る
。
ま

た
記
載
内
容
も
同
様
に
「
貧
道
集
』
七
二
～
七
一
五
番
歌
で
あ
る
と
い
う
点
、
両
者

は
同
一
断
簡
と
認
め
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
早
速
、
図
版
二
十
に
掲
げ
た
河
野
美
術
館
本
の
該
当
部
分
と
比
較
し
て
み
る

＊
テ
ノ
ミ

と
、
断
簡
末
尾
二
行
に
ま
た
が
る
「
ま
た
ね
て
」
と
い
う
ミ
セ
ケ
チ
訂
正
を
河
野
美
術

ｔ
と
と
ぐ

館
本
が
最
初
か
ら
「
ね
て
の
み
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
除
き
、
字
母
も
筆
蹟
も
改
行

位
置
も
驚
く
ほ
ど
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
一
目
瞭
然
で
は
な
か
ろ
う
か
。
従
っ
て
断
簡

（
９
）

が
確
か
に
古
筆
で
あ
る
な
ら
ば
、
河
野
美
術
館
本
は
完
本
時
の
断
簡
を
直
接
も
し
く
は

間
接
に
模
写
し
た
伝
本
だ
っ
た
と
み
て
ま
ず
間
違
い
な
い
は
ず
で
あ
る
。

そ
う
し
た
場
合
に
特
に
注
目
さ
れ
て
く
る
の
は
、
当
該
断
簡
の
筆
蹟
が
そ
れ
こ
そ
伝

雅
経
筆
と
認
定
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
今
城
切
を
は
じ
め
と
す
る
教
長
の
筆
蹟
に
ま
さ

に
近
似
し
て
い
る
点
で
あ
り
、
ま
た
『
古
筆
大
辞
典
」
に
も
見
ら
れ
た
と
お
り
、
当
該

断
簡
が
も
と
巻
子
本
だ
っ
た
と
お
ぼ
し
き
点
で
あ
る
。

実
は
平
安
時
代
末
期
の
仁
和
寺
宮
守
覚
法
親
王
の
蔵
書
目
録
と
さ
れ
て
い
る
『
桑
華

（
畑
）

書
志
』
所
載
「
古
蹟
歌
書
目
録
」
に
は
、

第
十
〈
諸
家
集
近
代
〉

教
長
卿
集
〈
六
巻
〉
俊
成
卿
－
〈
三
巻
／
自
筆
〉

重
家
卿
Ｉ
〈
一
帖
〉
頼
政
卿
－
〈
三
巻
〉

と
い
う
記
載
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
に
は
「
教
長
卿
集
」
と
あ
っ
て
「
貧
道
集
」
と
は
呼

ば
れ
て
は
い
な
い
が
、
藤
原
俊
成
の
『
長
秋
詠
草
』
も
「
俊
成
卿
〈
三
巻
／
自
筆
ご

と
だ
け
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
同
様
に
こ
れ
も
『
貧
道
集
』
を
指
す
も
の
と
み
て
よ
い

だ
ろ
う
。
問
題
は
こ
の
「
教
長
卿
集
」
に
「
六
巻
」
と
い
う
注
記
が
存
し
て
い
る
こ
と

で
、
並
び
の
「
重
家
卿
」
の
。
帖
」
か
ら
類
推
す
る
に
、
こ
れ
は
内
容
的
な
数
量
で

は
な
く
形
態
的
な
数
量
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
こ
の
『
貧
道
集
」
の
仁
和
寺

、
、
、

本
（
と
仮
に
呼
ぶ
）
は
六
軸
の
巻
子
本
だ
っ
た
と
み
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

教
長
と
守
覚
法
親
王
と
の
近
し
い
関
係
は
周
知
の
と
お
り
で
、
ま
た
こ
れ
ま
で
の
研

究
に
よ
っ
て
『
貧
道
集
』
自
体
も
先
の
『
長
秋
詠
草
』
や
『
重
家
集
』
な
ど
と
同
じ
く
、

守
覚
法
親
王
か
ら
の
家
集
提
出
依
頼
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
作
品
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と

（
皿
）

推
定
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
「
貧
道
集
』
の
仁
和
寺
本
は
原
本
そ
の
も
の
か
、
そ
う
で

な
く
て
も
原
本
に
限
り
な
く
近
い
位
置
に
あ
っ
た
本
だ
っ
た
と
み
て
大
過
は
な
か
ろ
う
。

我
子
唖
や
Ｉ

金
や
も
パ
や
Ｊ
唐
恥
》
く
ず
４
§
似
ｇ
恩
八
小
，
、
ツ
砕

圭
Ｚ
・
…

ゆ
ぉ
々
礼
乍
易
汐
ｉ
ん
人
ゐ
ふ
Ｙ
〃
！
，

寡
ｌ
く
多
マ
ー
？
ん
完
嫁
な
う
夢
乃
叫

？
Ｉ
Ｌ
Ｔ
く
諺
？
〃
、
夕
了
い
１
７
１
い
や

弾
９
２
ヴ
、
。
』
Ｍ
，
釘
，
！
Ａ
冷
亨
～
し

き
み
ｆ
ｔ
、
１
ｕ
仁
期
●
股
九
Ｊ
も
く
、
言
洗

い
０
句
よ
シ
、
易
』
応
、
》
肉
。
Ｉ
、
⑲
１
１
１
曲
や
り
１
１
，
割
１
（
砂
で
ど

彦
噌
２
？
ず
ふ
の
十
２
、
北
：
ふ
４
４
臨
蕊

籾
琴
》
勿
鼠
り
ぅ
ｙ
峰
７
？
ル
ザ

図版十九宮内庁三の丸尚蔵館蔵「元宝器手鑑」所収断簡

~=■

１
入
あ
つ
～
み
↓
ず
４
３
う
れ
？

Ｉ

卜

艸
別
犬
ｉ
ｆ
筆
あ
ぜ
，
人
為
釈
６
邸
Ｉ

上
ｇ
ｆ
ゑ
毎
人
ｆ
〃
・
守
曇
る
１
蝿
４

つ
１
１
卜
う
ぐ
＆
６
〃
・
久
を
く
、
２
乳

吋
、
当
″
１
Ｊ
即
い
、
〃
〃
０
４
人

う
ち
み
‐
や
、
●
１
１
、
む
や
乞
背
臆
塊
●
冬
、
一
身

ｆ
４
ｔ
・
た
い
ｌ
イ
『
Ｐ
Ｕ
５
１
Ｊ
Ｉ
、
や
ｑ
ｌ
Ｉ
Ｊ
ｂ
詞
ご

戸
【
幸
ｒ
〈
…
電
↓
一
が
３
屯
、
４
、
〆
３
１
ア
傑

血
く
で
、
あ
ず
侭
．
タ
ヤ
・
吟
〃
毒
．
た
・

罐
？
：
〆
ぞ
向
う
～
み
人
旨
の
．
も
る
Ａ
咳
斗
ン

糸
亥
い
●
９
Ｊ
や
狩
〆
と
十
島
、
ｆ
れ
・
・
宛
で

矛
毎
勺
当
る
７
４
へ
ｗ
７
く
う
＆
あ
、
智
ト
メ
ピ

印
》
ｔ
く
り
４
Ｊ
も
４
Ｊ
Ｌ
妙
午
．
γ
凪

つ
れ
と
究
Ｊ
２
１
入
善
ｒ
〃
、
イ
７
ｔ
角
わ
谷
ｆ

野
０
座
ふ
ふ
辞
、
↑
う
み
と
Ｉ
Ｉ
ｆ
４
垂
五

う
ぃ
ｊ
か
減
働
ァ
鳥
’
ぬ
ｊ
斗
心
２
ノ

ゐ
ｒ
、
く
あ
ｒ
々
つ
眺
脆
”
ｊ
い
み
，
３
脚
ｆ

、
ｋ
呼
寵
１
入
何
ｆ
Ｉ
小
ｒ
Ｐ
ｊ
ｃ
入
竿
４
侭
Ｙ
ノ
ハ

唾
今
ｌ
ｆ
ｆ
の
ソ
う
を
恥
う
ぐ
ｊ
●
１
功
屯
ム

砕
令
ｆ
今
坤
，
碑
？
奇
，
き
》
Ｉ
孑
帥
鞭
１
９
が
．
．

図版二十『貧道集j今治市河野美術館本
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そ
の
よ
う
な
仁
和
寺
本
が
六
軸
の
巻
子
本
だ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
も

う
例
の
「
元
宝
器
手
鑑
」
断
簡
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
考
え

て
み
た
く
な
っ
て
く
る
。
つ
ま
り
い
さ
さ
か
大
胆
な
推
測
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
あ

る
い
は
こ
の
仁
和
寺
本
が
室
町
時
代
か
江
戸
時
代
か
ま
で
確
か
に
ど
こ
か
に
伝
存
し
て

い
て
、
そ
れ
が
と
あ
る
時
点
で
裁
断
さ
れ
て
当
該
断
簡
が
現
在
に
伝
わ
っ
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
、
一
方
、
仁
和
寺
本
が
そ
の
よ
う
に
裁
断
さ
れ
る
以
前
の
と
あ
る
段
階
で
、

直
接
も
し
く
は
間
接
に
転
写
さ
れ
た
の
が
河
野
美
術
館
本
だ
っ
た
の
は
な
か
ろ
う
か
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
っ
と
も
河
野
美
術
館
本
は
江
戸
時
代
中
～
後
期
頃
の
写
本
で

あ
る
の
で
、
仁
和
寺
本
か
ら
の
直
接
の
転
写
本
と
は
考
え
に
く
く
、
お
そ
ら
く
河
野
美

術
館
本
ま
で
の
間
に
は
一
度
以
上
の
転
写
過
程
を
経
て
い
る
だ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
。

た
だ
そ
の
際
に
、
祖
本
た
る
仁
和
寺
本
の
書
式
や
筆
蹟
を
忠
実
に
保
つ
形
で
転
写
が
繰

り
返
さ
れ
た
の
で
、
河
野
美
術
館
本
の
書
式
や
筆
蹟
に
も
古
態
が
留
め
ら
れ
た
の
で
は

な
い
か
、
と
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
吃
）

ち
な
み
に
「
砂
巌
」
所
引
「
伏
見
殿
家
集
目
録
」
に
は
、

、
伏
見
殿
家
集
中

…
教
長
卿
－
六
巻
…

…
俊
頼
朝
臣
－
四
帖
…

…
長
能
－
二
帖
…

…
兼
澄
－
三
帖
－
…

：
、
惟
規
－
二
帖
：
、

の
よ
う
に
「
教
長
卿
－
六
巻
」
と
い
う
記
載
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
「
伏
見
殿
家
集
目
録
」

は
、
お
そ
ら
く
は
室
町
時
代
の
と
あ
る
時
点
で
の
伏
見
宮
家
の
蔵
書
目
録
と
お
ぼ
し
い

が
、
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
教
長
の
家
集
に
つ
い
て
も
、
や
は
り
「
俊
頼
朝
臣
－
四
帖
」

そ
の
他
の
記
載
か
ら
、
六
軸
の
巻
子
本
だ
っ
た
と
判
断
で
き
そ
う
で
あ
る
。
す
る
と
あ

る
い
は
こ
れ
こ
そ
が
、
か
つ
て
守
覚
法
親
王
が
所
蔵
し
て
い
た
仁
和
寺
本
そ
の
も
の
だ

っ
た
の
で
は
と
も
思
わ
れ
て
く
る
。
仁
和
寺
本
は
守
覚
法
親
王
没
後
、
ど
の
よ
う
な
過

程
を
経
て
か
、
や
が
て
伏
見
宮
家
が
所
蔵
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
そ
の
後
と
あ
る
時
点

（
胸
〉

で
巷
間
に
流
出
し
、
や
が
て
裁
断
さ
れ
、
残
欠
本
と
な
り
、
つ
い
に
一
葉
の
断
簡
以
外

は
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
運
命
を
辿
っ
て
い
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
以
上
の
よ
う
に
検
討
し
て
み
て
、
実
の
と
こ
ろ
ひ
と
つ
だ
け
問
題

と
な
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
仁
和
寺
本
の
筆
者
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
度

前
掲
「
古
蹟
歌
書
目
録
」
を
見
直
し
て
み
る
と
、
例
え
ば
「
俊
成
卿
」
の
と
こ
ろ
に
は

「
自
筆
」
と
あ
っ
て
、
こ
の
「
長
秋
詠
草
」
が
俊
成
自
筆
だ
っ
た
と
注
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
同
目
録
に
は
ほ
か
に
、

第
三
〈
六
代
集
〉

｛
マ
マ
）

古
今
一
部
〈
教
長
入
道
筆
〉
又
一
部
〈
同
筆
／
山
徳
院
本
云
〉

と
い
う
記
載
も
あ
っ
て
、
こ
こ
に
言
う
「
古
今
一
部
」
「
又
一
部
」
が
共
に
「
教
長
入

道
筆
」
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
や
は
り
は
っ
き
り
記
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
肝
心
の

「
教
長
卿
集
」
に
関
し
て
は
、
そ
れ
が
教
長
自
筆
で
あ
る
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
は
一

切
書
か
れ
て
い
な
い
の
で
あ
り
、
同
目
録
の
こ
う
し
た
記
載
の
在
り
方
か
ら
す
る
と
、

如
上
の
考
察
と
は
裏
腹
に
、
仁
和
寺
本
の
「
貧
道
集
」
は
教
長
筆
で
は
な
か
っ
た
ら
し

い
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
が
、
し
か
し
そ
れ
で
も
「
元
宝
器
手
鑑
」
断

簡
や
そ
の
完
本
時
の
模
写
と
お
ぼ
し
き
河
野
美
術
館
本
の
筆
蹟
は
、
繰
り
返
す
が
教
長

真
筆
と
さ
れ
る
今
城
切
な
ど
と
よ
く
似
て
い
る
よ
う
に
も
み
ら
れ
、
さ
て
こ
う
し
た
筆
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蹟
に
関
す
る
矛
盾
を
、
そ
れ
で
は
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

あ
る
い
は
そ
の
手
掛
か
り
と
な
り
そ
う
な
の
が
、
今
日
の
仁
和
寺
に
現
蔵
さ
れ
て
い

る
「
守
覚
法
親
王
百
首
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
ほ
か
な
ら
ぬ
守
覚
法
親
王
の
自
筆
と
さ
れ

て
い
る
本
で
、
「
古
筆
大
辞
典
」
「
守
覚
法
親
王
百
首
和
歌
」
の
項
目
に
は
巻
頭
部
分
の

図
版
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
実
は
そ
の
図
版
（
こ
れ
も
同
辞
典
に
よ
ら
れ
た
い
）
か
ら

知
ら
れ
る
同
本
の
筆
蹟
が
、
教
長
真
筆
と
さ
れ
て
い
る
筆
蹟
資
料
と
な
か
な
か
よ
く
似

て
見
え
る
の
で
あ
る
。
稿
者
な
ど
は
最
初
に
こ
の
図
版
の
存
在
に
気
付
い
た
時
に
は
、

あ
る
い
は
両
者
同
筆
な
の
で
は
な
い
か
と
疑
っ
て
し
ま
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。
た
だ
そ
れ

ぞ
れ
の
文
字
を
子
細
に
見
較
べ
て
み
る
と
、
仮
名
の
形
が
微
妙
に
違
っ
て
い
た
り
、
連

綿
の
緊
密
さ
に
差
が
あ
っ
た
り
、
頻
繁
に
使
用
さ
れ
て
い
る
仮
名
の
字
母
が
異
な
っ
て

い
た
り
も
す
る
の
で
、
よ
く
似
て
い
る
け
れ
ど
も
、
や
は
り
両
者
は
別
筆
で
あ
る
と
み

て
お
く
の
が
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
確
か
に
こ
の
「
守
覚
法
親
王
百
首
」
が
守

覚
法
親
王
の
自
筆
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
教
長
の
筆
蹟
と
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
共
通

し
て
い
る
と
い
う
の
は
注
目
し
て
よ
い
。
教
長
は
能
書
家
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
の

で
、
あ
る
い
は
守
覚
法
親
王
は
教
長
か
ら
「
古
今
集
』
な
ど
ば
か
り
で
は
な
く
、
入
木

道
に
つ
い
て
も
学
ぶ
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
は
、
な
ど
と
想
像
さ
れ
て
も
く
る
の
で
あ

る
が
、
と
も
あ
れ
守
覚
法
親
王
の
筆
蹟
が
教
長
の
そ
れ
と
本
当
に
近
似
し
て
い
た
と
な

る
と
、
『
貧
道
集
』
の
問
題
も
解
決
に
向
か
う
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
例
の
仁

和
寺
本
と
い
う
の
は
教
長
筆
本
で
は
な
く
、
守
覚
法
親
王
筆
本
だ
っ
た
と
考
え
て
み
た

い
わ
け
で
あ
る
。
そ
う
し
た
守
覚
法
親
王
筆
本
を
直
接
も
し
く
は
間
接
の
親
本
と
し
て

い
た
か
ら
こ
そ
、
断
簡
や
河
野
美
術
館
本
の
筆
蹟
が
教
長
の
筆
蹟
の
よ
う
に
見
え
て
し

ま
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

以
上
「
斎
宮
女
御
集
」
「
俊
忠
集
」
「
貧
道
集
」
に
関
す
る
模
写
本
類
に
つ
い
て
概
観

し
て
き
た
。
正
直
な
と
こ
ろ
今
回
取
り
上
げ
た
模
写
本
類
は
、
探
そ
う
と
思
っ
て
探
し

出
し
た
も
の
で
は
な
く
て
、
こ
れ
ま
で
に
様
々
な
調
査
や
作
業
を
し
て
い
る
過
程
で
た

ま
た
ま
気
付
い
た
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
半
ば
偶
然
の
結
果
だ
け
で
も
こ

う
し
た
知
見
が
得
ら
れ
る
の
だ
か
ら
、
本
腰
を
入
れ
て
探
す
気
に
な
り
さ
え
す
れ
ば
、

資
料
的
価
値
の
高
い
も
っ
と
多
く
の
模
写
本
類
を
、
マ
イ
ク
ロ
資
料
の
中
か
ら
ま
だ
ま

だ
発
掘
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
実
際
、
本
稿
の
最
初
で
言
及
し
た
万
治
四
年
禁
裏
焼
失

本
の
焼
失
以
前
の
模
写
本
と
お
ぼ
し
き
伝
本
に
つ
い
て
も
、
先
程
の
『
行
宗
集
」
以
外

に
す
で
に
十
点
近
く
を
見
出
し
て
お
り
、
お
そ
ら
く
は
も
う
少
し
見
つ
け
る
こ
と
が
で

こ
の
よ
う
に
仁
和
寺
本
の
筆
者
を
守
覚
法
親
王
そ
の
人
と
想
定
し
て
み
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
少
な
く
と
も
理
屈
の
上
で
は
、
先
程
来
の
筆
蹟
の
問
題
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
説
明

す
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
現
時
点
に
お
い
て
は
そ
れ
で
も
ひ
と
つ
問
題

が
残
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
肝
心
の
断
簡
の
筆
蹟
と
「
守
覚
法
親
王
百
首
』
の
筆
蹟

と
が
、
一
見
よ
く
似
た
印
象
で
は
あ
る
も
の
の
、
図
版
に
拠
る
限
り
や
は
り
同
筆
と
は

認
め
が
た
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
も
、
断
簡
自
体

が
す
で
に
模
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
可
能
性
を
考
え
て
み
た
く
な
る
の
で
あ

る
が
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
あ
と
は
も
う
断
簡
と
『
守
覚
法
親
王
百
首
」
と
を
実
地

に
調
査
す
る
し
か
な
い
の
で
、
そ
の
機
会
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、
今
後
の
検

討
課
題
と
し
た
い
。

お
わ
り
に
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き
る
だ
ろ
う
と
予
測
し
て
い
る
。
例
え
ば
そ
の
よ
う
な
模
写
本
類
を
、
今
後
マ
イ
ク
ロ

資
料
を
存
分
に
活
用
し
な
が
ら
よ
り
積
極
的
に
探
し
出
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
古

典
文
学
に
関
す
る
様
々
な
問
題
を
提
起
し
、
論
じ
、
解
明
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
に
な

る
か
と
思
わ
れ
る
。

【
注
】

（
１
）
「
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
鋤
平
安
私
家
集
七
』
「
輔
親
集
砂
子
料
紙
本
」
解
題

（
田
中
登
氏
執
筆
、
一
九
九
九
年
十
二
月
、
朝
日
新
聞
社
）
、
及
び
「
同
妬
中
世

私
家
集
こ
「
般
富
門
般
大
輔
集
」
解
題
（
井
上
宗
雄
氏
執
筆
、
一
九
九
五
年
十

二
月
）
。

（
２
）
拙
著
「
林
葉
和
歌
集
研
究
と
校
本
』
（
二
○
○
七
年
二
月
、
笠
間
書
院
）
。

（
３
）
拙
稿
「
万
治
四
年
禁
裏
焼
失
本
復
元
の
可
能
性
ｌ
「
行
宗
集
」
第
二
種
本
・

奥
書
解
読
ｌ
」
（
「
中
世
近
世
の
禁
裏
の
蔵
書
と
古
典
学
の
研
究
ｌ
ｌ
高
松
宮
家

伝
来
禁
裏
本
を
中
心
と
し
て
ｌ
研
究
調
査
報
告
１
（
平
成
十
八
年
度
二
所

収
、
二
○
○
七
年
三
月
）
。

（
４
）
『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
岨
平
安
私
家
集
六
」
「
斎
宮
女
御
集
定
家
筆
臨
模
本
」

解
題
（
片
桐
洋
一
氏
執
筆
、
一
九
九
九
年
二
月
）
。

（
５
）
「
出
光
美
術
館
蔵
品
図
録
書
」
二
’
一
八
二
九
九
二
年
七
月
、
平
凡
社
）

に
掲
載
。

（
６
）
小
松
茂
美
氏
「
古
筆
学
大
成
⑲
私
家
集
三
」
（
一
九
九
二
年
六
月
、
講
談
社
）
。

（
７
）
『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
岨
平
安
私
家
集
六
」
「
摂
津
集
」
解
題
（
田
中
登
氏
執

筆
）
。

｛
付
記
】

ご
所
蔵
資
料
の
図
版
掲
載
及
び
翻
刻
を
ご
許
可
下
さ
っ
た
出
光
美
術
館
・
今
治
市
河

野
美
術
館
・
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
・
宮
内
庁
書
陵
部
・
佐
賀
大
学
附
属
図
書
館
・
橘

樹
文
庫
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

（
８
）
春
名
好
重
氏
「
古
筆
大
辞
典
」
二
九
七
九
年
十
一
月
、
淡
交
社
）
。

（
９
）
た
だ
し
図
版
十
九
に
基
づ
く
限
り
、
当
該
断
簡
の
筆
勢
い
さ
さ
か
弱
い
よ
う
に

も
、
ま
た
料
紙
も
い
さ
さ
か
新
し
い
よ
う
に
も
見
え
る
の
で
あ
り
、
そ
の
点
あ
る

い
は
当
該
断
簡
自
体
が
す
で
に
模
写
断
簡
だ
っ
た
と
い
う
可
能
性
が
あ
る
か
も
し

れ
な
い
と
も
思
わ
れ
る
。
書
写
年
代
に
関
す
る
確
言
を
控
え
て
い
る
の
は
そ
の
た

め
で
あ
る
。

（
叩
）
太
田
晶
二
郎
氏
「
「
桑
華
書
志
」
所
載
「
古
蹟
歌
書
目
録
」
「
今
鏡
」
著
者

問
題
の
一
徴
證
な
ど
」
（
『
太
田
晶
二
郎
著
作
集
第
二
冊
」
所
収
、
一
九
九
一
年

八
月
、
吉
川
弘
文
館
）
。

（
皿
）
松
野
陽
一
氏
「
寿
永
百
首
に
つ
い
て
」
言
烏
帯
千
赦
集
時
代
和
歌
の
研
究
」

所
収
、
一
九
九
五
年
十
一
月
、
風
間
謝
房
）
な
ど
。

（
吃
）
宮
内
庁
書
陵
部
編
「
図
書
寮
叢
刊
砂
巌
』
二
九
九
四
年
三
月
、
明
治
書
院
）
。

（
昭
）
ち
な
み
に
学
界
未
紹
介
の
「
貧
道
集
」
北
野
天
満
宮
本
は
巻
六
の
み
の
残
欠
本

に
し
て
巻
子
本
一
軸
。
た
っ
た
こ
れ
だ
け
の
情
報
か
ら
で
も
す
ぐ
に
見
当
が
つ
く

よ
う
に
、
仁
和
寺
本
が
残
欠
本
と
な
っ
た
あ
と
、
巻
六
の
一
巻
が
単
独
で
伝
わ
っ

て
い
た
段
階
で
模
写
さ
れ
た
と
お
ぼ
し
き
伝
本
で
あ
る
。
詳
し
い
紹
介
は
本
稿
で

は
省
略
し
、
別
の
機
会
に
行
う
予
定
。
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